
68 69

武蔵野農業ふれあい公園（面積約 4650
㎡）は、市が周辺の景観や環境との調和を
重視し、市民が農とのふれあいを楽しみ、
さらに地域のコミュニティが図られること
を目的として農業型に整備した公園で、平
成 19 年 3 月にオープンした。
　この地区は、都市計画公園（面積約
6.6ha、昭和 16 年都市計画決定）の予
定地内にあり、平成 15・16 年度に市が
農家から生産緑地を取得したものである。
公園を計画するにあたっては、市が市民の
意向に沿った特色ある公園にするために、
市民参加によるワークショップを開催し、
そのなかで具体的な検討がされた。

この公園の管理運営は、計画段階から携
わった市民約 20 人を中心に、開園と同時
に発足した「武蔵野農業ふれあい村」（市
民ボランティア団体）が担っている。この
市民ボランティア団体（平成 20 年度
NPO 法人認可予定）は、公募による市民

を加えながら、今では約 50 人の会員で組
織されており、農耕に関する基礎知識や作
付け野菜の栽培など、農業の専門家ととも
に畑での実践作業と公園全体の日常管理を
行っている。平成 20 年度からは市と基本
協定を締結し、事業委託により、①農業体
験教室の運営管理、②農業振興に関するイ
ベント、PR 及び啓発活動、③公園の維持
管理の3項目を中心に活動を展開している。
農業体験教室（一般市民向け）
農業体験教室は、畑部 1 区画約 400㎡を
一般市民向け専用区画として公募。土作り
から収穫まで、一定のカリキュラムのもと
同一の作物を栽培し、初心者も楽しく学び
ながら収穫体験をすることができる。
講座期間：4 月～ 1 月（10 ヵ月）
内容：毎週 1 回以上の来園と農業講習会
への参加
費用：①使用料 5000 円／年、②材料費
2500 円（種・苗など）
利用時間：日の出から日没まで
農機具の利用時間 9:00 ～ 17:00
農業指導者：大学の先生 2 人、農業者 1
人の計 3 人を講師に招き指導。将来は、
市民ボランティア団体などから農業指導員
となるよう人材育成を図っている。

イベント PR 活動
【夏まつり】①にいだんご（すいとん）を
無料配布、②農の歴史に関する講和、七夕
祭りなど。

【収穫祭】①焼き芋、②芋煮鍋、③収穫体
験として畑の見学ツアーと収穫体験。
公園の維持管理

〈畑部の管理〉
4 区画、1600㎡のうち 1 区画 400㎡は、

「農業体験教室」で使用。残り 3 区画、
1200㎡について、市民ボランティアが作
物の栽培など、農風景の維持および日常管
理を行っている。

〈公園部の管理〉
芝生広場・田んぼの手入れ、植栽の修景お
よび活動拠点である長屋門（管理室・実習
室）の管理運営。

この本事業では、緑地環境総合支援事業（国
交省：用地取得費国（3 分の 1）、施設整
備費国（2 分の 1）、国庫補助総額約 3.8 億）
の国庫補助を受けている。

武蔵野農業ふれあい公園内に移築された、武蔵野の原風景を残す長屋門

機関誌『農業ふれ
あい村だより』

所在地	 ：	武蔵野市関前5-19
土地面積	 ：	4650.19㎡
用途地域	 ：	第一種低層住居専用地域
土地利用	 ：	都市計画公園
国庫補助	 ：	緑地環境総合支援事業（国交省）
事業期間	 ：	平成15年度〜19年度

事業者	 ：	武蔵野市
連絡先	 ：	武蔵野市都市整備部緑地環境セン

ター　☎0422-60-1864
その他	 ：	市民団体「武蔵野農業ふれあい村」
		  ☎080-1279-5920
URL	 ：	http://paphio.blog97.fc2.com/
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○H17.12（第1回）公募市民等によるワークショップの開始
○H18.1（第2回）土支田農業公園（練馬区）へ視察
○H18.2（第3回）グループ討議
○H18.3〜9（第4〜9回）配置計画検討、導入施設の検討
○H18.11　第1期公園工事開始
○H18.11〜19.3（第10〜13回）農業イベント企画、種ま

き、雑草取り、開園後のソフト面の検討
○H19.3　オープニング（イベント開催）
○H19.3〜ワークショップ参加者が中心となって
　運営員会を設置し、市民協働による管理

ワークショップによる公園づくりのあゆみ

武蔵野農業ふれあい公園の全景

都市公園

武蔵野農業ふれあい公園（東京都武蔵野市）
市民がふれあう農業型の公園

■ 市民協働による管理・運営

■ プロジェクト実現のプロセス

■ 補助金など

市民農業大学
東京都国分寺市は都市農業振興対策とし
て、いち早く市民との協働による「市民農
業大学」を実施。その修了生による「援農
ボランティア制度」を立ち上げ、成果を挙
げている。
　同市では平成２年７月に、市農業委員会
が「国分寺市農政施策確立に関する建議」
を提出。「現行の市民農園を抜本的に見直
し、市民と農業者による懇談会、体験学習
会、市民農業大学等施策の充実を図り、市
民と農業者の相互理解を深める」よう提言
した。また、市の長期総合計画でも市民農
業大学開設が提唱されたため、平成４年６
月に関係団体の支援・協力により同大学が
開設されたのである。
　受講希望者の募集は市の広報で行い、事
業運営などはＪＡ国分寺市（現ＪＡ東京む
さし国分寺支店）に委託されている。指導
は地元のベテラン農業者が交代で農業体験

学習の指導を担当する。
　実施要領によると、①憩いと安らぎの場
を提供し、市民の健全な余暇利用を図る。
②体験学習により野菜生産や価格形成につ
いて学ぶことを目的にしている。
　今年度はすでに 17 年目に入ったが、過
去 15 年間で 618 人の卒業生がおり、そ
のうち、277 人は翌年実施する自主研修
過程も修了している。

援農ボランティア制度
援農ボランティア制度は農業者の高齢化や
後継者不足の対策に役立てる一方、援農す
る市民には農業生産技術の向上、仲間との
交流や協働活動、社会貢献などに生きがい
を見つける機会を提供する場となっている。
　東京都の要請を受けて平成８年度に「援
農ボランティア・モデル事業」としてスター
トし、２年後から市単独事業として実施し
てきた。今年度は 13 年目。市民農業大学
の受講生を対象に援農ボランティア希望者
を募り、講座を設けて養成して市内の受け

入れ農家に紹介するシステムを採ってい
る。平成 18 年までに認定者は 418 人、
登録者は 88 人に上っている（グラフ参
照）。

同市は「防災協力農地」を設置したり、道
路沿いに花を植えるなど先進的な取り組み
をしているが、２つの制度とも、農家を指
導者にして農家と市民の相互理解を深めて
いるのが第一の特徴である。
　第二は、市民農業大学を初級とするとボ
ランティア制度は上級と位置づけられ、系
統的な農業技術習得が行われていることで
ある。

多様な主体の参画

国分寺市・市民農業大学（東京都国分寺市）
市民農業大学と連携した援農ボランティア事業

■ プロジェクト実現のプロセス

■ 取り組みの特徴

農作業実習をする受講生

キュウリを収穫する受講生

市民農業大学の集会施設

❶市民農業大学
所在地	 ：	第1農場　国分寺市東戸倉2丁目
		  第2農場　国分寺市北町2丁目・5丁目
農地と施設	：	第1農場は約1000㎡で、このなかに集会

所、農機具収納庫などもある。第２農場
は約450㎡で自主研修農場となっている

（いずれも借地）
実施期間	 ：	毎年4月に開校式、12月に終了式を行う

間の約8カ月
受講生	 ：	19年度は新規受講生39人、自主研修

生23人
施行者（事業者）	：	学校長は市長、理事長はＪＡ東京むさし

国分寺地区代表、講師は地元農業者

実施内容	 ：	1．開校式、2．体験学習（作業日は原則と
して週3回、8：30から1～2時間）、3．講義
形式の教室、4．収穫祭・交流会の実施、
5．終了式（修了証書の授与）

自主研修制度	：	講師が行かない以外は上記の新規受
講生の内容と同じ

参加費用	 ：	新規受講生は5000円、自主研修生
3000円

❷援農ボランティア制度
援農ボランティアの登録：援農ボランティア認定者のな

かで援農ボランティアに登録した人を、
ボランティアが必要という市内農家に紹
介する

ボランティアの活動日数・期間 ： ボランティア登録者と
受け入れ農家の話し合いで決める。おお
むね週１回

援農ボランティア技術習得講座 ： 援農ボランティアを
希望する市民農業大学受講生を対象
に、講座と実習で体系的に学ぶ。費用は
無料。講師はＪＡの各生産部会長が担
当。講座の出席率が70％以上の受講生
には「援農ボランティア認定証」が交付
され、翌年度から援農ボランティアとして
登録される
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